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１．私たちが暮らすふるさとの自然と火山の恵みＱ＆Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巨大な火砕流堆積物の断面 

 広大な火砕流台地を構成するものは、十勝溶結凝灰岩と呼ばれる巨大な火砕流堆積物です。

美瑛や富良野盆地の周辺で、この大火砕流堆積物の断面（白い崖）を見ることができます。美

瑛町美沢地区の「美瑛滑空場」北側に広がる牧草地脇の土取り場や、美瑛市街地から白金温泉

に向かう途中の畑の脇、また、上富良野町草分地区にある採石場などがその崖に当たります。  

崖に近づいてみると、主に軽石や、それらが砕かれてできた粗い砂（火山灰）でできている

のが分かります。軽石は、長い年月のために少し風化していたり、中に小さな孔（空隙）が含

まれたりするために脆くなり、手で容易に砕くことができるものもあります。所々には、軽石

よりも硬くて重い石のかけら（岩片）も見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美瑛から富良野にかけて、十勝岳連峰のふもと

に広がる台地は、巨大な噴火に伴う非常に大規模

な火砕流の発生によってできたものです。火砕流

堆積物の分布や層序の研究から、このような巨大

噴火が、この地域ではおよそ 200 万年前から

100 万年前まで、何度か繰り返して発生したもの

と考えられています。今の十勝岳連峰（十勝岳火

山群）は、この火砕流台地の上に形成されました。 

（池田・向山, 1983） 
 

この巨大噴火でマグマなどが大量に噴出した結

果、地盤が陥没してカルデラも形成されたものと

考えられますが、現在はその地形を見ることがで

きません。重力異常の探査結果によると、現在の

十勝岳～大雪火山群の直下に負の重力異常が見ら

れ、陥没したカルデラ地形がその後にできた火山

群に埋没しているものと推定されています。 

（勝井ほか, 1979） 

カルデラ：ポルトガル語で「大鍋」を意味する語。輪郭が円

形かそれに近い火山性の凹陥地を指します。 

美瑛滑空場の北側にある丘

（牧草地）の脇にある土取

り場の火砕流断面（崖の高

さ：約10ｍ） 

火山灰の中には、軽石が砕けてで

きた火山灰、透明な鉱物（結晶）

や黒っぽい鉱物、様々な色の岩片

などが入り混じっています。 

（写真提供：北海道教育大旭川校  

和田恵治 教授） 

 

【このＱ＆Ａの主題】 

美瑛～富良野地域一帯に広がる美しい

丘が、実は大昔の火山の巨大噴火で形成

されたこと 

上富良野町草分地区（北30

号川沿い）にある採石場の 

火砕流断面（崖の高さ：約

10～20ｍ） 

（2007年撮影） （2007年撮影） 
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「火山防災のために監視・観測体制の充実等が必要な火山」について 

2009(平成21)年6月、今後100年程度の中長期的な噴火の可能性及び社会的影響を踏まえ、「火山

防災のために監視・観測体制の充実等の必要がある火山」として47火山が火山噴火予知連絡会によ

って選定されました。さらに、2014(平成26)年11月、火山噴火予知連絡会のもとに設置された「火

山観測体制等に関する検討会」でとりまとめられた「御嶽山の噴火災害を踏まえた活火山の観測体

制の強化に関する緊急提言」により3火山が追加されました。これら50火山の選定を受けて、気象

庁では、噴火の前兆を捉えて噴火警報等を適確に

発表するために、地震計、傾斜計、空振計、GNSS

観測装置、遠望カメラ等の観測施設を整備し、関

係機関（大学等研究機関や自治体・防災機関）か

らのデータ提供も受け、火山活動を24時間体制で

常時観測・監視しています。 

北海道では、右図のように十勝岳を含む９火山

がこれに該当します。（※気象庁Webサイトより） 

http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/katsukazan_toha/katsukazan_toha.html  

日本では、かつて活火山という用語を「噴火して

いる火山」という意味で使い、歴史時代に噴火記録

はあっても現在噴火活動を休止している火山を「休

火山」、噴火記録のない火山を「死火山」と分類し

ていました。しかし、火山活動のサイクルは長く、

「活火山」と「休火山」を明確に分離することが困

難であることなどから、休火山・死火山といった分

類のしかたは、現在使っていません。 

平成28年12月現在、北方領土も含めた全国の活火

山の数は110 となっています。今後、各火山の調査

研究によって新たに過去１万年以内の噴出物が確認

されると、活火山の数は増える可能性もあります。 
 
火山噴火予知連絡会【1974 年（昭和49年）設置】に

よる「活火山」の定義の変遷 

●1975 年（昭和50年）「日本活火山要覧」発行 

北方領土も含め、「噴火の記録のある火山及び現在活

発な噴気活動のある火山」として77 火山を掲載。 

→その後、古文書資料などの調査研究が進展。 

●1991年（平成3年）「日本活火山総覧」第２版発行 

「過去およそ2000 年以内に噴火した火山及び現在活

発な噴気活動のある火山」とし、83火山を選定。1996

年に３火山が追加され、86火山に変更。 

→長期に活動を休止した後に活動を再開した事例もあ

り、国際的にも過去1万年間の噴火履歴で活火山を定

義するのが適当との認識が一般的になりつつある。 

●2003年（平成15年） 

「概ね過去1万年以内に噴火した火山及び現在活発な噴

気活動のある火山」を活火山の定義とした。 

2005年（平成17年）：「日本活火山総覧」第３版から 
 

 

【このＱ＆Ａの主題】 

・十勝岳が「活火山」であること 

・気象庁などが常に観測している特に 

活発な火山であること 

 

http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/katsukazan_toha/katsukazan_toha.html
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【このＱ＆Ａの主題】 

・十勝岳の溶岩のガレ場や岩礫地が、そ

こに住む動植物たちにとって適した

環境を与えていること 

・望岳台周辺など、十勝岳でよく目にす

る高山植物（名前を覚える） 

・十勝岳の山麓～山上にかけて生息する、主な小型

の哺乳類 

  エゾナキウサギ、 エゾオコジョ、 

エゾシマリス、  エゾクロテン 

 

・白金温泉付近に生息する主な鳥類 

  ウグイス、 キビタキ、 コルリ 

 

・美瑛川では、白金ダムから白金模範牧場に向かう

美望橋付近の砂防えん堤周辺で、オショロコマや

アメマスなどの魚類の生息が確認されています。 

 

・十勝岳付近の森林限界はおよそ標高 1,100m 程

度で、高いところで 1,200m～1,300ｍありま

す。針広混交林は、主に、望岳台や吹上温泉のあ

る標高 900～1,100m の間に分布しています。 

 

【花の名前クイズの答え】 

※副読本本編の巻末（Ｑ7-5 の後）にも記して

います。 

１．エゾイソツツジ（花期 6～7 月） 

２．シラタマノキ（花期 夏） 

３．エゾオヤマノリンドウ（花期 8～9 月） 

 ４．イワブクロ（花期６～８月） 

   ※北海道では「タルマイソウ」と呼ぶことも 

    あります。 

 ５．ウコンウツギ（花期５～６月） 

 ６．メアカンキンバイ（花期６～７月） 

  

いずれも、登山道沿いや、望岳台の周辺（自然探

勝路など）で咲いています。 
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【エゾナキウサギについて】 

 

エゾナキウサギは、北海道では標高 50ｍから 2,000ｍのガレ場（山腹のひどく崩壊した所）

に生息します。体長 15～20cm、体重 100～200ｇと一見ひ弱に見えますが、およそ１万～７万

年前の最終氷期にシベリアから渡ってきたと考えられ、その頃から生息している生き物です。

氷河が後退した時代に寒冷な高地に取り残されたものと考えられています。 

生息場所である「ガレ場」は、四方八方へのトンネル状になっており、天敵のエゾオコジョ、

タカ類、エゾキタキツネなどからの逃走ルートで 

あるとともに、冬の間の食料貯蔵庫にもなります。 

また、暑さに弱いとされるエゾナキウサギにとっ 

ては、夏でも気温が１０～１２℃程度に保たれる 

溶岩の岩穴（風穴）が、たいへん暮らしやすい条 

件になります。冬も雪が保温材の役割を果たすた 

め、外がどんなに寒くとも０度以下になることは 

ほとんどないと言われています。 

このような「ガレ場」の形成には、溶岩地帯の 

ような裸地が欠かせません。十勝岳周辺に広がる  溶岩の岩場にすむエゾナキウサギ 

多様な自然は様々な生き物を育んでいます。        写真提供：旭川市科学館  南 尚貴 氏  

 

（参考） 

「十勝岳の自然 ―野外活動指導資料―」（国立大雪青年の家 編） 

 ナキウサギふぁんくらぶ ホームページ  http://www.pikafan.com/fanclub/ 

 

 

 

【倒木更新について】 

 

北海道の森のおもな針葉樹林であるエゾマツ・アカエゾマツ・トドマツは、倒れた木の上で

種子を発芽させて成長していくことで、世代交代をします。これを倒木更新（とうぼくこうし

ん）といいます。通常、木々は種子を地面に落として発芽させますが、自然条件の厳しい北海

道では、地面で発芽して幼木を定着させるのが困難です。春になって芽が出ても、地中にいる

菌類の一種によって暗色雪腐れ病にかかって枯れてしまう木が多く、さらに針葉樹林が生育す

る場所はクマザサが茂っていて、光合成がしにくい条件にあります。 

それに比べ、倒木の上は芽を地中の菌類から遠ざけ、クマザサよりも高い位置で生育できる

ため、種子の成長に有利な場所です。また、腐りはじめてスポンジ状になった倒木は充分な水

分を含み、夏の水枯れからも幼木を守ります。 

 

「北海道デジタル図鑑」 100の物語「自然」 わたしたちの命を育む森林 より要約 

http://www.hokkaido-jin.jp/zukan/story/01/10.html 

 

 

http://www.pikafan.com/fanclub/
http://www.hokkaido-jin.jp/zukan/story/01/10.html
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美瑛川の水が青みがかっている理由 

美瑛川の水は、やや青い色をしています。これは、水中にアルミニウムなどの粒子（コロイ

ド）が分散しており、太陽の光がコロイドにぶつかって散乱するためと考えられています。 

この美しい色合いも、火山の恵みの１つと言えるでしょう。また、白ひげの滝の崖には、様々

な鉱物の結晶が付いて白色～クリーム色に変色しているところもあります。 

 

 

 

富良野盆地周辺では、有力な帯水層をなしてい

る地層として、東部丘陵地帯の扇状地堆積物と富

良野盆地の沖積層に加え、巨大噴火によって形成

された美瑛～富良野に広がる火砕流台地（十勝溶

結凝灰岩）もその１つに上げられています。火砕

流堆積物には軽石や火山灰粒子のすき間（孔隙）

がたくさんある上、溶結凝灰岩（Q１－６参照）

中には多数の亀裂が生じており、ここにかなり豊

富な地下水を含んでいると推定されています。 

「上富良野町水資源調査報告書」（上富良野町） 

 昭和61年12月より 

 

地面にしみ込んだ水は、「伏流水」として地下

を流れ、地表の凹地や谷壁などで湧き出します。 

白ひげの滝で見られる変色した崖 

白樺街道沿いに新四

国八十八カ所参道の

一つ「美郷不動尊」

があり、ここで清水

が湧いています。 

（冬でも汲むことが

できるようになって

います） 

【このＱ＆Ａの主題】 

十勝岳の山麓は水が豊富な土地であり、

空隙や割れ目の多い火山噴火による噴

出物（地層）がこれに貢献していること 

美瑛川の青く澄んだ水 

青い池 

（美瑛川ブロック 

 えん堤の脇） 
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火山の噴火活動と温泉の消長の関係 

 火山付近に湧出する温泉では、火山活動に関連した様々な異常現象が多くの火山で認められ

ています。十勝岳周辺の温泉についても、大正の噴火に先だって泉温上昇と湧出増加が認めら

れるなど、様々な事例が報告されています。また、特に火口に近い上流域の泉源では、湧出状

態が噴気孔の消長とともに変化し易いことも分かっています。 

（上富良野百年史 より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十勝岳周辺の温泉分布 

 十勝岳周辺の温泉分布は、噴気活動が見られる

旧噴火口および 62 火口群などに沿っており、  

山頂部から山麓にかけて旧噴火口・湯ノ沢・    

吹上・べンガラ・翁・白金・川井などの温泉があ

ります。また山麓では、深度千ｍを越すボーリン

グによる温泉も開発されてきています。 

経年変化や季節による変動がありますが、温泉

の湧出量は概して融雪期後に最大となり、夏季を

通じて比較的豊富です。泉温は、噴気孔近傍に位

置する旧噴火口内の泉源や湯ノ沢でかなり高く、

旧噴火口内の泉源では 90℃を越えています。  

全体的に麓へ向かうほど泉温は低くなりますが、 

十勝岳温泉郷付近の泉源でも低温のものもあり

ます。白金温泉の源泉温度は 50℃程度です。 

 ｐＨ値を測定すると、旧噴火口や湯ノ沢などの

泉源で強酸性を示し、全体的に麓に行くに従っ

て、地表水の流入などにより徐々に弱酸性～中性

を示す傾向があります。十勝岳周辺の泉質は、  

カルシウム・ナトリウム・硫酸塩などの成分に  

比較的富んでいます。 

 

『温泉』の定義 

地下から水がわき出してくるところはたくさんありますが、「温泉」と呼ばれるための

条件として、日本では「温泉法」という法律に定められており、次のうちどちらかに当て

はまるものを「温泉」と呼んでいます。 

１．地下からわき出してきた時に温度が２５℃以上 

２．１９種類ある物質やイオンのうち、１種類でも決められた値以上の量が含まれているもの 

 

※温泉の中には、火山の熱源とは直接関係なく、主に地温勾配（平均して 100ｍ深くなるご

とに３℃上昇）によって熱せられた深層部に貯留される地下水（熱水）もあり、「深層熱

水型温泉」等とも呼ばれますが、中には火山性の温泉と区別がつきにくいものもあります。 

【このＱ＆Ａの主題】 

・温泉の熱源が、活火山の地下にある

マグマの熱であること 

・北海道でも活火山の近くに自然に 

湧き出す温泉が多く分布すること 
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十勝岳周辺の硫黄鉱床 

 十勝岳地域の鉱産資源としては、現在の大正  

火口や旧噴火口付近にみられる硫黄鉱床と、吹上

温泉付近などにみられる褐鉄鉱鉱床があります。 

十勝岳において、最も活発な噴気活動を続けて

いる大正火口周辺および旧噴火口内には、昇華硫

黄の鉱床が形成されています。かつては、大正火

口周辺において、硫黄の採掘と、噴気を煙道に導

いて硫黄を採取する事業がおこなわれていまし

た。そこで得られた火口硫黄は純度が高く、各種

の原料として好適でした。しかし、昭和 30 年代

頃から石油精製過程で得られる低価格の回収硫黄

が入手可能になり、硫黄採掘事業が全国的に衰退

する中、十勝岳の鉱山は 1962 年（昭和 37 年）

噴火の被災を経て、ついに廃鉱となりました。 

 

 

十勝岳の褐鉄鉱鉱床 

この地域の褐鉄鉱鉱床はいずれも温泉および冷泉の沈澱物として形成されたもので、吹上温

泉および翁温泉（～十勝岳温泉）付近に分布します。吹上温泉付近の褐鉄鉱鉱床は、白銀荘の

西方百ｍ付近にあります。この鉱床の付近には、鉄明ばん石の沈澱鉱層も知られており、その

推定鉱量は東部のベンガラ沢で十数万トン（カリウム 65％）に達するらしく、褐鉄鉱鉱床を伴

う可能性もあります。翁温泉付近から下流にかけては日鉄十勝褐鉄鉱鉱床があり。この鉱床も、

同じく上ホロカメットク山噴出物の末端部から湧出する温泉から沈澱した鉱層と言われていま

す。この鉱床にも鉄明ばん石を伴っており、鉱量は、褐鉄鉱十万トン、鉄明ばん石数千トンに

達すると推定されています。なお、商用として開発されたことはまだありません。 

（上富良野百年史 より要約） 

1961年（昭和36年）

当時の、煙道による硫

黄採取の様子 

 
（北海道大学  

勝井義雄先生：当時 撮影） 

【このＱ＆Ａの主題】 

・火山ガス（噴気）や温泉水、火山噴

出物（溶結凝灰岩）が、有用な資源

や建材としても利用できること 


